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Ⅱ．ＦＰＤ関連のデジタル素材等の分野の中国地域における集積状況 

 ここでは、ＦＰＤ関連のデジタル素材等の分野の中国地域における集積状況を、大学及

び企業等を対象とするヒアリング調査（約 40件）とアンケート調査（約 200件）を通じて

把握する。 

 

１．大学及び企業等を対象とするヒアリング調査結果 

 ＦＰＤ関連のデジタル素材等の分野の中国地域における集積状況を把握するため、下表

の大学及び企業等を対象とするヒアリング調査を実施した。 

 ヒアリング調査に際しては、現在の保有技術や研究テーマの概要を聴取するとともに、

今後の研究開発の方向性、他の企業や大学との共同研究の意向なども尋ねた。 

 ここでは、ヒアリング調査対象の概要のみを下表で紹介し、個別内容は巻末の「参考資

料」に掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 1 大学及び公設試験研究機関のヒアリング調査対象 

大学・機関名 研究者名 概　　　要

山口東京理科大学 小林　駿介　教授
≪世界最速の応答速度を誇るＬＣＤ≫
　強誘電性液晶にナノ粒子を配合し、世界最高の応答速度を誇る
　ＬＣＤを開発。フィールド・シークェンシャル方式も発明。

山口東京理科大学 戸嶋　直樹　教授
≪液晶の高速応答化と低電圧化（省電力化）を実現するナノ粒子≫
　液晶にナノ粒子を配合して液晶分子を動きやすくすることにより
　液晶の高速応答化と低電圧化を実現。

山口東京理科大学 高頭　孝毅　教授
≪世界トップクラスの低電圧（省エネ）な液晶ディスプレイ≫
　液晶分子の配列を意図的に乱して液晶分子を動きやすくする
　ことにより、世界トップクラスの低電圧駆動を実現。

島根産業技術センター吉野　勝美　所長
≪高分子系有機ＥＬ材料の可溶化技術を開発した世界的な先駆者≫
　導電性高分子にアルキル基を付けて溶媒に溶かして塗布する技術
　を世界で初めて開発するなど、有機ＥＬの歴史に貢献した。

島根大学 佐藤　守之　教授
≪酸化亜鉛のナノコンポジット発光材料≫
　酸化亜鉛と樹脂（ＰＭＭＡ）によりナノコンポジット材料を
　つくり、それを塗布して発光させることに成功。

広島大学 瀧宮 和男　教授
≪大気安定性と電子移動度に優れた有機半導体≫
　大気中で１年間保存しても電子移動度が殆ど低下しない有機

　ＴＦＴ材料を開発。電子移動度は2.9cm２／Vsに達する。

広島大学 大下　浄治　教授
≪多様な特性を有するケイ素を含有する有機半導体≫
　ケイ素を含有する有機半導体を用いて、塗布と紫外光照射
　により回路を形成できる材料などを開発。

島根大学 梶川　靖友　教授
≪曲げられるプラスチック基板に電子移動度の高い薄膜を形成≫
　200～300℃の低温で、化合物半導体（インジウム・ガリウム・
　ヒ素）の多結晶薄膜を、プラスチック基板に形成。

島根大学 藤田 恭久　教授
≪紫外光を発する良質な酸化亜鉛の低コストな量産技術≫
　酸化亜鉛ナノ粒子材料や薄膜を低コストで量産する技術を
　開発。紫外光を発する良質な材料を作製できる。

山口大学 栗巣　普揮　准教授
≪数分間で高真空状態をつくれるチタン製の真空チャンバー≫
　チタン合金により真空チャンバーを作製。数分間で高真空
　状態をつくることができる。

山口大学 諸橋　信一　教授
≪基板の表面にダメージを与えない低温（摂氏50度）のスパッタ≫
　基板の表面にダメージを与えない低温（50℃）で薄膜を
　つくることができるコンパクトなスパッタ装置を開発。

上記に
共通

ＬＣＤ

有機ＥＬ
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図表Ⅱ- 2 企業のヒアリング調査対象 

企業名 所在地 概　　　要

㈱エム・シー・エス 山口県
≪ＴＡＢテープのデファクト・スタンダード≫
　ポリイミドフィルムに銅配線を配置したＴＡＢテープの世界トップ
　メーカー。ＣＯＦテープでも、トップクラスのシェアを有する。

尾池ファインコーティング㈱ 鳥取県
≪ウェットコーティングの専門メーカー≫
　尾池工業グループにおけるウェットコーティングの専門メーカーと
　して、光学フィルムにハードコート層を作製。

㈱クラレ 岡山県
≪ポリ・ビニール・アルコール（ＰＶＡ）の世界トップメーカー≫
　偏光板の原料であるＰＶＡとそれを成形したＰＶＡフィルムにおい
　て、世界トップシェアを有する。

帝人化成㈱ 広島県
≪透明導電性フィルムの世界的リーディングカンパニー≫
　フィルムにＩＴＯの薄膜をスパッタする方法により、世界で最初に
　透明導電性フィルムを開発した企業である。

㈱トクヤマ 山口県
≪フォトレジスト用現像液の世界トップメーカー≫
　フォトレジスト用現像液の世界トップメーカー。断面を直線に近い
　シャープな形状にできるなど、加工精度に優れている。

戸田工業㈱ 広島県
≪磁性材料をはじめとする無機材料のナノスケール合成技術≫
　銀ナノ粒子を網目状にコーティングし、透明で電気を通す薄膜を
　形成する技術を有している。

日東電工㈱ 広島県
≪偏光板の世界トップメーカー≫
　偏光板の世界トップメーカー。偏光板、位相差フィルム、輝度向上
　フィルムなども生産しており、セットで供給できる強みも有する。

日本ゼオン㈱ 岡山県

≪シクロオレフィンポリマーの世界トップメーカー≫
　拡散板の材料であるシクロオレフィンポリマーの世界トップメー
カー。
　バックライトを薄型化できるパターン付き拡散板なども提供。

早川ゴム㈱ 広島県
≪樹脂製スペーサーの技術をＡＣＦの導電性微粒子に展開≫
　樹脂製スペーサーを主力事業とし、平成20年度からその技術を活用
　し、ＡＣＦ用の導電性微粒子の量産も開始。

日立金属㈱冶金研究所 島根県
≪金属粉末の焼結や微小金属球の製造に独自技術を有する研究所≫
　粒径の均一なはんだボールを量産するＵＤＳ法、高い純度と均質な
　金属組織を有するターゲット材、独自技術を有している。

マナック㈱ 広島県
≪革新的なポリイミド樹脂を相次いで開発≫
　透明なポリイミド樹脂（本来黄色味がかっている）、260℃で10分間
　加熱するだけで硬化できる加工しやすいポリイミド樹脂などを開発。

三菱ガス化学㈱ 岡山県
≪混合キシレンの分離技術をベースに芳香族化学品を幅広く生産≫
　1968年に世界で初めて混合キシレン（光学フィルム材料）をフッ素
　触媒により分離する技術を開発した同材料の世界トップメーカー。

三菱レイヨン㈱ 広島県
≪メタクリル酸メチル（ＭＭＡ）のリーディングカンパニー≫
　導光板の材料等に使われるメタクリル酸メチル（ＭＭＡ）の世界
　トップメーカー。

住友重機械工業㈱ 岡山県
≪ナノレベルの精密位置決め装置≫
　ナノレベルでＸＹ方向に精密に位置決めできる装置を生産。
　液晶のレーザーアニール装置などに組み込まれている。

タツモ㈱ 岡山県
≪カラーフィルター塗布装置の世界トップメーカー≫
　カラーフィルター塗布装置の世界トップメーカー。基板に顔料を
　均一に塗布するスリットコーティング技術などを有している。

東ソー・エスジーエム㈱ 山口県
≪石英ガラスの大手メーカー≫
　石英ガラスの大手メーカー。高純度な材料であり、数kmの厚さでも
　向こう側を見通せるほどの透明度を実現。

㈱日本製鋼所 広島県
≪導光板の射出成形機を生産≫
　樹脂成形機のトップメーカーであり、携帯電話やパソコンなど中小型
　ディスプレイ向け導光板の射出成形機を生産。

㈱ひびき精機 山口県
≪全国から高難度の加工依頼が寄せられる切削加工の専門企業≫
　幅広い切削加工技術と熟練工の知恵を組み合わせることにより、
　他社では加工できない高難度の加工案件が全国から依頼されている。

富士機械工業㈱ 広島県
≪グラビア印刷の技術を活かしてＦＰＤ業界への参入を図る≫
　グラビア印刷の技術を活かし、平成19年度からＮＥＤＯの開発助成
　事業に採択され、高精度薄膜塗工の技術を開発している。

三菱重工業㈱紙・印刷機械事業部 広島県
≪カラーフィルター製造装置に印刷技術を導入≫
　カラーフィルターのブラックマトリックスと顔料を印刷技術で成形
　する装置を開発。材料の歩留まりが高く、生産コストを低減できる。

部素材 ＪＦＥケミカル㈱ 岡山県
≪有機ＥＬの素原料であるフルオレンの大手メーカー≫
　製鉄所のコークス炉から排出される原料を用いて、有機ＥＬの素原料
　であるフルオレンを生産。

装置 三菱重工業㈱広島製作所 広島県
≪生産コストを従来比10分の1にする有機ＥＬ真空蒸着装置≫
　有機ＥＬの蒸着を、枚葉式ではなく、インライン式に転換すること
　などにより、生産コストを大幅に低減する装置を開発。

有機ＥＬ

区分

ＬＣＤ

部素材

装置

ＰＤＰ 部素材 宇部マテリアルズ㈱ 山口県
≪ＰＤＰ保護膜用マグネシアの世界トップメーカー≫
　ＰＤＰ保護膜用マグネシアの世界トップメーカー。同材料を活用
　した青色蛍光体も生産している。
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２．大学及び企業等を対象とするアンケート調査結果 

 ここでは、ヒアリング調査対象先以外からも幅広く情報を収集するとともに、ヒアリン

グを実施した先からも時間の関係などで聴取しきれなかった事項を補足することを目的と

して、約 200件の大学及び企業等に対してアンケート調査を実施した結果を紹介する。 

 

（１）アンケート調査の実施概要 

   

実施時期：平成 20年 12月下旬 

  調査対象：中国地域及び香川県・愛媛県内の以下の研究者・事業所(計 216人・事業所) 

        ①大学、公設試験研究機関の研究者 78人 

        ②部素材系メーカー 101事業所 

        ③装置系メーカー   37事業所 

実施方法：郵送法 

  回答状況：有効回答数 50件 

       有効回答率 23.1％ 

  そ の 他：記述式による回答内容を報告書に記載すると、回答する企業が非常に尐な

くなると予想されたため、本調査では「記述式による回答内容は報告書に

は掲載しない」という条件を付した。 

 

 本調査では、大学、公設試験研究機関の研究者向け、部素材系メーカー向け、装置系メ

ーカー向けの３種類のアンケート調査を実施した。これらのアンケート調査における質問

項目のほとんどは３種類に共通の内容であり、下表のように質問項目を設けた（注）。 

 そこで、以下では、下表の順にアンケート調査結果を紹介する。 

（注）「ＦＰＤ関連技術・製品について」は、中核となる研究や技術に関する質問項目であり、研究者向けのアンケー

ト調査では、「研究の中核」というタイトルで、ほぼ同様の内容を質問した。 

 

図表Ⅱ- 3 ３種類のアンケート調査における共通の質問項目の設定状況 

質問項目 
研究者 部素材系 

メーカー 

装置系 

メーカー 

ご回答者について ○ ○ ○ 

貴社の概要・貴事業所の概要について  ○ ○ 

ＦＰＤ関連技術・製品について 

（研究者向けでは「研究の中核」） 
○ ○ ○ 

必要とする技術・部材・情報  ○ ○ 

関心領域  ○ ○ 

予測 ○ ○ ○ 

共同研究開発 ○ ○ ○ 

今後の共同研究開発 ○ ○ ○ 

ネットワーク形成 ○ ○ ○ 

技術情報の流出防止策  ○  

立地条件の課題  ○  

物流の効率化  ○  

物流効率化に関して行政に要望したい事項  ○  
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（２）アンケート調査結果 

ⅰ．回答企業・回答事業所の概要について（対象：部素材系メーカー、装置系メーカー） 

回答企業・回答事業所について、部素材系メーカーと装置系メーカーの従業者数、出荷

額、ＦＰＤ関連出荷額を集計すると、以下の通りである。 

 

（ⅰ）従業員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）出荷額（ＦＰＤ関連以外も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 4 回答企業全体の従業員数 

図表Ⅱ- 5 回答事業所の従業員数 

図表Ⅱ- 6 回答企業全体の出荷額 

図表Ⅱ- 7 回答事業所の出荷額 

（単位：件、％）

部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

    ～  30 0 1 1 0.0 7.7 3.2

  31～ 100 6 2 8 33.3 15.4 25.8

 101～ 300 2 4 6 11.1 30.8 19.4

 301～1000 5 3 8 27.8 23.1 25.8

1001～3000 3 1 4 16.7 7.7 12.9

3001～    2 2 4 11.1 15.4 12.9

合計 18 13 31 100.0 100.0 100.0

従業員数
（人）

回答数 構成比

（単位：件、％）

部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

     ～   301 0 1 16.7 0.0 9.1

   31～  1001 0 1 16.7 0.0 9.1

  101～  3002 3 5 33.3 60.0 45.5

  301～1,0002 0 2 33.3 0.0 18.2

1,001～     0 2 2 0.0 40.0 18.2

合計 6 5 11 100.0 100.0 100.0

従業者数
（人）

回答数 構成比

（単位：件、％）

部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

     ～     12 0 2 11.1 0.0 6.7

  1超～    103 2 5 16.7 16.7 16.7

 10超～   1004 3 7 22.2 25.0 23.3

100超～ 1,0005 4 9 27.8 33.3 30.0

1,000超～        4 3 7 22.2 25.0 23.3

合計 18 12 30 100.0 100.0 100.0

出荷額
（億円）

回答数 構成比

（単位：件、％）

部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

     ～     10 0 0 0.0 0.0 0.0

  1超～    101 0 1 50.0 0.0 12.5

 10超～   1000 3 3 0.0 50.0 37.5

100超～ 1,0001 1 2 50.0 16.7 25.0

1,000超～        0 2 2 0.0 33.3 25.0

合計 2 6 8 100.0 100.0 100.0

出荷額
（億円）

回答数 構成比
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（ⅲ）ＦＰＤ関連出荷額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅳ）回答事業所における研究開発機能の有無 

回答事業所における研究開発機能の有無について尋ねたところ 28 事業所から回答があ

り、このうち「ある」との回答が 19件（構成比 67.9％）を占めた。 

「ある」との回答割合をみると、装置系メーカーで 90.9％に達しているのに対し、部素

材系メーカーでは 52.9％と装置系メーカーより小さい割合にとどまった。これは、部素

材系メーカーのなかには全国大手企業が多く、その研究開発機能を首都圏に配置し、中国

地域の事業所には生産機能だけを担わせているケースが多いためと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 8 回答企業全体のＦＰＤ関連出荷額 

図表Ⅱ- 9 回答事業所のＦＰＤ関連出荷額 

図表Ⅱ- 10 回答事業所における研究開発機能の有無 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

装置系メーカー

部素材系メーカー

全体

10件(90.9％)

1件(5.9％)9件(52.9％)

1件(9.1％)

7件(41.2％)

1件(3.6％)8件(28.6％)19件(67.9％)

ある ない 回答できない

（単位：件、％）

部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

     ～     13 1 4 30.0 11.1 21.1

  1超～    103 3 6 30.0 33.3 31.6

 10超～   1001 4 5 10.0 44.4 26.3

100超～ 1,0002 1 3 20.0 11.1 15.8

1,000超～        1 0 1 10.0 0.0 5.3

合計 10 9 19 100.0 100.0 100.0

出荷額
（億円）

回答数 構成比

（単位：件、％）

部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

     ～     12 1 3 66.7 25.0 42.9

  1超～    100 1 1 0.0 25.0 14.3

 10超～   1000 2 2 0.0 50.0 28.6

100超～ 1,0001 0 1 33.3 0.0 14.3

1,000超～        0 0 0 0.0 0.0 0.0

合計 3 4 7 100.0 100.0 100.0

出荷額
（億円）

回答数 構成比
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ⅱ．ＦＰＤ関連技術・製品について（対象：全ての対象者） 

全ての対象者に対して、中核となる技術・研究スキル・製品が関連する「ＦＰＤ関連部

材・素材・製造装置」を尋ねたところ 42人・事業所から回答があった。このうち、「液晶

材料／有機ＥＬ／ＰＤＰ発光材料」の回答が 16件（構成比 38.1％）と最も多い。 

研究者と部素材系メーカーでは「液晶材料／有機ＥＬ／ＰＤＰ発光材料」の回答件数が

最も多く、装置系メーカーでは「レジストコータ」などの回答件数が最も多くなっており、

中核となる技術・研究スキル・製品の傾向に違いがみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 11 中核となる技術・研究スキル・製品が関連する「ＦＰＤ関連部材・素材・製造装置」 

（単位：件、％）

研究者
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計 研究者
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

ガラス基板ﾎﾟﾘｯｼｭ・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ装置

露光装置 2 2 4 11.1 16.7 9.5

レジストコータ 1 3 4 5.6 25.0 9.5
ウエットエッチング装置 1 1 5.6 2.4
ドライエッチング装置 1 1 5.6 2.4
ＣＶＤ装置 2 2 11.1 4.8
スパッタリング装置 2 2 11.1 4.8
洗浄装置（基板プロセス関連） 1 1 5.6 2.4
イオンドーピング装置 1 1 5.6 2.4
レーザ・アニール装置 3 1 4 16.7 8.3 9.5
その他 2 2 16.7 4.8
洗浄装置 1 1 8.3 2.4
配向膜塗布装置 2 2 11.1 4.8
ラビング装置 2 2 11.1 4.8
焼成装置 1 1 5.6 2.4
スクリーン印刷機 1 1 5.6 2.4
スペーサ散布機 1 1 5.6 2.4
張り合わせ/圧着/硬化装置 1 1 5.6 2.4
液晶注入装置 2 2 11.1 4.8
セル分断装置 1 1 5.6 2.4
ＴＡＢ実装装置 2 2 11.1 4.8
偏光版貼り合わせ装置 1 1 5.6 2.4
その他 1 1 8.3 2.4
ガラス基板検査装置
点灯検査装置 1 1 8.3 2.4
アレイ検査装置
膜厚/抵抗測定装置
プローバ
環境試験装置
リペア装置 1 1 8.3 2.4
その他
ガラス/プラスチック基板 3 1 1 5 16.7 8.3 8.3 11.9
カラーフィルタ 1 1 5.6 2.4
レジスト現像液 1 2 3 5.6 16.7 7.1
フォトマスク/スクリーンマスク 1 1 5.6 2.4
ドライバ/コントローラ/ＬＳＩ 1 1 5.6 2.4
ガス 1 1 2 5.6 8.3 4.8
ターゲット材料 2 1 3 11.1 8.3 7.1
配向膜 3 3 16.7 7.1
液晶材料/有機EL/PDP発光材料 12 4 16 66.7 33.3 38.1
スペーサ材 2 2 11.1 4.8
偏光板/位相差板 1 1 2 5.6 8.3 4.8
バックライト/ランプ 2 1 3 11.1 8.3 7.1
導光板/拡散板/集光シート 1 1 2 5.6 8.3 4.8
異方導電膜 1 1 5.6 2.4
その他 1 3 4 5.6 25.0 9.5
タッチパネル 2 1 3 11.1 8.3 7.1
搬送関連 2 2 16.7 4.8
クリーンルーム関連
超純水関連
静電気対策関連
空調/ガス関連 1 1 8.3 2.4
洗浄/薬液関連
配管/バルブ/フィルタ/ポンプ 1 1 8.3 2.4
フィルタ材
カセット/キャリア
製造装置用部品関連 1 2 3 8.3 16.7 7.1
出版
その他 1 1 8.3 2.4

合計 18 12 12 42 100.0 100.0 100.0 100.0

回答数 構成比

基板プロセス
関連装置

セル／
モジュール／
アセンブリ／
プロセス
関連装置

監査／測定／
リペア装置

部品／材料／
ソフトウェア

関連機器／
設備／製品
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中核となる技術・研究スキル・製品が関連する「パネルの種類」について尋ねたところ、

延べ 154件の回答があった。 

この内訳をみると、「ＬＣＤパネル関連」(61件)、「ＬＣＤパネル」(56件)といったＬＣ

Ｄに関するものが上位を占めている。次いで、「有機ＥＬ関連」が 15件で続いていること

から、有機ＥＬに関する技術・研究スキル・製品の集積も進みつつあると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 12 中核となる技術・研究スキル・製品が関連する「パネルの種類」 
（単位：件）

ＬＣＤ
パネル

ＬＣＤ
パネル
関連

ＰＤＰ
パネル

ＰＤＰ
パネル
関連

有機ＥＬ
パネル

有機ＥＬ
関連

その他
ＦＤＰ

その他
ＦＤＰ
関連

合計
(延べ数)

ガラス基板ﾎﾟﾘｯｼｭ・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ装置

露光装置 2 2 2 6

レジストコータ 3 2 1 6

ウエットエッチング装置 1 1 2

ドライエッチング装置 1 1 2

ＣＶＤ装置 1 1 2

スパッタリング装置 1 1 2

洗浄装置（基板プロセス関連） 1 1 2

イオンドーピング装置 1 1 2

レーザ・アニール装置 2 1 1 1 2 7

その他 1 1 1 3

洗浄装置 1 1

配向膜塗布装置 2 2 4

ラビング装置 2 2 4

焼成装置 1 1 2

スクリーン印刷機 1 1 2

スペーサ散布機 1 1 2

張り合わせ/圧着/硬化装置 1 1 2

液晶注入装置 2 2 4

セル分断装置 1 1 2

ＴＡＢ実装装置 2 2 4

偏光版貼り合わせ装置 1 1 2

その他 1 1 2

ガラス基板検査装置

点灯検査装置

アレイ検査装置

膜厚/抵抗測定装置

プローバ

環境試験装置

リペア装置 1 1

その他

ガラス/プラスチック基板 4 4 1 1 10

カラーフィルタ 1 1 2

レジスト現像液 1 3 1 1 6

フォトマスク/スクリーンマスク 1 1 2

ドライバ/コントローラ/ＬＳＩ 1 1 2

ガス 1 2 1 1 5

ターゲット材料 2 1 3

配向膜 2 2 4

液晶材料/有機EL/PDP発光材料 6 2 1 4 1 14

スペーサ材 2 2 4

偏光板/位相差板 1 2 1 1 5

バックライト/ランプ 1 3 4

導光板/拡散板/集光シート 1 2 1 1 5

異方導電膜 1 1 2

その他 1 1 3 1 6

タッチパネル 1 1 1 3

搬送関連 2 1 3

クリーンルーム関連

超純水関連

静電気対策関連

空調/ガス関連 1 1

洗浄/薬液関連

配管/バルブ/フィルタ/ポンプ

フィルタ材

カセット/キャリア

製造装置用部品関連 1 3 1 1 6

出版

その他 1 1

56 61 7 4 15 2 9 154

関連機器／
設備／製品

合計（延べ数）

基板プロセス
関連装置

セル／
モジュール／
アセンブリ／
プロセス
関連装置

監査／測定／
リペア装置

部品／材料／
ソフトウェア
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中核となる技術・研究スキル・製品が関連する「ＦＰＤ技術の種類」を尋ねたところ

40人・事業所から回答があり、その内訳は「基板の大型化への対応」（11件、構成比 27.5％）、

「有機合成」（8件、同 20.0％）などの順となっている。 

このうち、研究者では「有機合成」（5 件、同 33.3％）など、材料開発に関する項目が

多くなっている。 

装置系メーカーでは、「基板の大型化への対応」が 7件（同 58.3％）を占めており、装

置が大型化する一方で、従来の加工精度を維持することに焦点が置かれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 13 中核となる技術・研究スキル・製品が関連する「ＦＰＤ技術の種類」 

（単位：件、％）

研究者
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計 研究者
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

基板の大型化への対応 2 2 7 11 13.3 15.4 58.3 27.5

微細加工 1 3 2 6 6.7 23.1 16.7 15.0

加工精度・作業品質の安定化 1 2 1 4 6.7 15.4 8.3 10.0

加工速度の向上 1 1 1 3 6.7 7.7 8.3 7.5

段取り替え時間の短縮 1 1 1 3 6.7 7.7 8.3 7.5

工程・工数の削減 3 1 1 5 20.0 7.7 8.3 12.5

材料の歩留まりの向上 1 1 1 3 6.7 7.7 8.3 7.5

生産設備の停止要因の発生制御 1 1 6.7 2.5

製品不良率の低減 1 1 2 6.7 7.7 5.0

素材の高純度化 1 1 2 6.7 7.7 5.0

既存の部材・素材を低コスト化する代替材 2 1 3 13.3 7.7 7.5

既存の部材・素材の改善 4 1 5 26.7 7.7 12.5

新規な機能を有する部材・素材 4 3 7 26.7 23.1 17.5

既存の装置の改善 1 1 6.7 2.5

既存の装置を低コスト化する代替装置 1 1 2 6.7 8.3 5.0

新規な機能を有する装置 1 1 2 6.7 8.3 5.0

環境負荷の低減 3 1 4 20.0 7.7 10.0

低消費電力化 2 1 1 4 13.3 7.7 8.3 10.0

軽量化 2 1 1 4 13.3 7.7 8.3 10.0

パネルの薄型化 3 3 6 20.0 23.1 15.0

広視野角化 2 2 1 5 13.3 15.4 8.3 12.5

高コントラスト化 2 3 5 13.3 23.1 12.5

新しい表示モード 2 2 13.3 5.0

応答速度の高速化 4 4 26.7 10.0

広色再現性の向上 1 1 2 6.7 7.7 5.0

輝度向上 1 1 2 6.7 7.7 5.0

クリーン設計 1 1 2 6.7 7.7 5.0

フィルム延伸 1 1 2 6.7 7.7 5.0

有機合成 5 3 8 33.3 23.1 20.0

無機合成 1 1 6.7 2.5

合金技術 1 1 6.7 2.5

圧延技術 1 1 6.7 2.5

その他 1 1 2 6.7 8.3 5.0

合計 15 13 12 40 100.0 100.0 100.0 100.0

回答数 構成比
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ⅲ．必要とする技術・部材・情報（対象：部素材系メーカー、装置系メーカー） 

部素材系メーカーと装置系メーカーに対して、必要とする技術・部材・情報の有無につ

いて尋ねたところ 24 事業所から回答があり、このうち「ある」との回答が 13 件（構成

比 54.2％）を占めた。なお、「回答できない」との回答が 7件（同 29.2％）を占めている

ことから、この情報は機密性が高いものと思われる。 

「ある」との回答割合は、部素材系メーカーで 42.9％、装置系メーカーで 70.0％であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 14 必要とする技術・部材・情報の有無 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

装置系メーカー

部素材系メーカー

合計

7件(70.0％)

4件(28.6％)6件(42.9％)

3件(30.0％)

4件(28.6％)

7件(29.2％)13件(54.2％)4件(16.7％)

ある ない 回答できない
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全ての対象者に対して、必要とする技術・部材・情報が関連する「ＦＰＤ関連部材・素

材・製造装置」を尋ねたところ 14事業所から回答があった。このうち、「液晶材料／有機

ＥＬ／ＰＤＰ発光材料」、「製造装置用部品関連」、「（基板プロセス関連装置）その他」の

回答件数が、ともに 2件（構成比 14.3％）を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 15 必要とする技術・部材・情報が関連する「ＦＰＤ関連部材・素材・製造装置」 

（単位：件、％）

部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

ガラス基板ﾎﾟﾘｯｼｭ・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ装置

露光装置

レジストコータ 1 1 12.5 7.1
ウエットエッチング装置
ドライエッチング装置
ＣＶＤ装置
スパッタリング装置 1 1 16.7 7.1
洗浄装置（基板プロセス関連）
イオンドーピング装置
レーザ・アニール装置
その他 2 2 25.0 14.3
洗浄装置 1 1 12.5 7.1
配向膜塗布装置
ラビング装置
焼成装置
スクリーン印刷機
スペーサ散布機
張り合わせ/圧着/硬化装置
液晶注入装置
セル分断装置
ＴＡＢ実装装置
偏光版貼り合わせ装置
その他
ガラス基板検査装置
点灯検査装置
アレイ検査装置
膜厚/抵抗測定装置
プローバ
環境試験装置
リペア装置
その他
ガラス/プラスチック基板
カラーフィルタ
レジスト現像液 1 1 16.7 7.1
フォトマスク/スクリーンマスク
ドライバ/コントローラ/ＬＳＩ
ガス 1 1 16.7 7.1
ターゲット材料
配向膜
液晶材料/有機EL/PDP発光材料 2 2 33.3 14.3
スペーサ材
偏光板/位相差板 1 1 16.7 7.1
バックライト/ランプ 1 1 16.7 7.1
導光板/拡散板/集光シート 1 1 16.7 7.1
異方導電膜
その他 1 1 16.7 7.1
タッチパネル 1 1 16.7 7.1
搬送関連 1 1 12.5 7.1
クリーンルーム関連
超純水関連
静電気対策関連
空調/ガス関連
洗浄/薬液関連 1 1 16.7 7.1
配管/バルブ/フィルタ/ポンプ 1 1 12.5 7.1
フィルタ材
カセット/キャリア
製造装置用部品関連 1 1 2 16.7 12.5 14.3
出版
その他 1 1 12.5 7.1

合計 6 8 14 100.0 100.0 100.0

セル／
モジュール／
アセンブリ／
プロセス
関連装置

監査／測定／
リペア装置

部品／材料／
ソフトウェア

関連機器／
設備／製品

基板プロセス
関連装置
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必要とする技術・部材・情報が関連する「パネルの種類」について尋ねたところ、延べ

33 件の回答があった。この内訳をみると、「有機ＥＬ関連」が 10件と、最も回答が多く

なっている。一般に、有機ＥＬの普及には時間がかかると言われているが、企業における

有機ＥＬへの関心は高いものがあると思われる。次いで、「ＬＣＤパネル関連」（8件）、「Ｐ

ＤＰパネル関連」（7件）などの順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 16 必要とする技術・部材・情報が関連する「パネルの種類」 
（単位：件）

ＬＣＤ
パネル

ＬＣＤ
パネル
関連

ＰＤＰ
パネル

ＰＤＰ
パネル
関連

有機ＥＬ
パネル

有機ＥＬ
関連

その他
ＦＤＰ

その他
ＦＤＰ
関連

合計
(延べ数)

ガラス基板ﾎﾟﾘｯｼｭ・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ装置

露光装置

レジストコータ 1 1

ウエットエッチング装置

ドライエッチング装置

ＣＶＤ装置

スパッタリング装置 1 1

洗浄装置（基板プロセス関連）

イオンドーピング装置

レーザ・アニール装置

その他 2 1 1 4

洗浄装置 1 1

配向膜塗布装置

ラビング装置

焼成装置

スクリーン印刷機

スペーサ散布機

張り合わせ/圧着/硬化装置

液晶注入装置

セル分断装置

ＴＡＢ実装装置

偏光版貼り合わせ装置

その他

ガラス基板検査装置

点灯検査装置

アレイ検査装置

膜厚/抵抗測定装置

プローバ

環境試験装置

リペア装置

その他

ガラス/プラスチック基板

カラーフィルタ

レジスト現像液 1 1 1 3

フォトマスク/スクリーンマスク

ドライバ/コントローラ/ＬＳＩ

ガス 1 1 1 3

ターゲット材料

配向膜

液晶材料/有機EL/PDP発光材料

スペーサ材

偏光板/位相差板 1 1 1 3

バックライト/ランプ 1 1

導光板/拡散板/集光シート 1 1 1 3

異方導電膜

その他 1 1 1 3

タッチパネル 1 1 1 3

搬送関連 1 1

クリーンルーム関連

超純水関連

静電気対策関連

空調/ガス関連

洗浄/薬液関連 1 1

配管/バルブ/フィルタ/ポンプ

フィルタ材

カセット/キャリア

製造装置用部品関連 1 1 2 4

出版

その他 1 1

1 8 7 4 10 1 2 33

部品／材料／
ソフトウェア

関連機器／
設備／製品

合計（延べ数）

基板プロセス
関連装置

セル／
モジュール／
アセンブリ／
プロセス
関連装置

監査／測定／
リペア装置
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必要とする技術・部材・情報が関連する「ＦＰＤ技術の種類」を尋ねたところ 12 事業

所から回答があり、「基板の大型化への対応」（5 件、構成比 41.7％）、「パネルの薄型化」

（3件、同 25.0％）などの順となっており、大型化と薄型化が同時に進行していることが

技術面における大きな課題となっている様子が伺われる。 

装置系メーカーでは、「基板の大型化への対応」の回答が 3件（同 42.9％）みられた。 

部素材系メーカーでは、「基板の大型化への対応」、「製品不良率の低減」、「新規な機能

を有する部材・素材」などの回答が、それぞれ 2件（同 40.0％）を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 17 必要とする技術・部材・情報が関連する「ＦＰＤ技術の種類」 

（単位：件、％）

部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

基板の大型化への対応 2 3 5 40.0 42.9 41.7

微細加工 1 1 2 20.0 14.3 16.7

加工精度・作業品質の安定化 1 1 20.0 8.3

加工速度の向上 1 1 20.0 8.3

段取り替え時間の短縮 1 1 20.0 8.3

工程・工数の削減 1 1 20.0 8.3

材料の歩留まりの向上 1 1 2 20.0 14.3 16.7

生産設備の停止要因の発生制御

製品不良率の低減 2 2 40.0 16.7

素材の高純度化

既存の部材・素材を低コスト化する代替材 1 1 20.0 8.3

既存の部材・素材の改善 1 1 2 20.0 14.3 16.7

新規な機能を有する部材・素材 2 2 40.0 16.7

既存の装置の改善

既存の装置を低コスト化する代替装置 1 1 14.3 8.3

新規な機能を有する装置

環境負荷の低減 1 1 20.0 8.3

低消費電力化 2 2 40.0 16.7

軽量化 1 1 20.0 8.3

パネルの薄型化 2 1 3 40.0 14.3 25.0

広視野角化 1 1 20.0 8.3

高コントラスト化 1 1 20.0 8.3

新しい表示モード

応答速度の高速化

広色再現性の向上 1 1 20.0 8.3

輝度向上 2 2 40.0 16.7

クリーン設計 1 1 20.0 8.3

フィルム延伸 1 1 20.0 8.3

有機合成 1 1 20.0 8.3

無機合成

合金技術

圧延技術

その他 2 2 28.6 16.7

合計 5 7 12 100.0 100.0 100.0
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ⅳ．関心領域（対象：部素材系メーカー、装置系メーカー） 

部素材系メーカーと装置系メーカーに対して関心領域を尋ねたところ 18 業所から回答

があった。このうち、「液晶材料／有機ＥＬ／ＰＤＰ発光材料」の回答件数が、5 件（構

成比 27.8％）と最も多くなっており、そのうち 4 件は部素材系メーカーからの回答であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 18 関心領域 
（単位：件、％）

部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

ガラス基板ﾎﾟﾘｯｼｭ・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ装置

露光装置

レジストコータ
ウエットエッチング装置
ドライエッチング装置
ＣＶＤ装置
スパッタリング装置
洗浄装置（基板プロセス関連） 1 1 12.5 5.6
イオンドーピング装置
レーザ・アニール装置
その他 2 2 25.0 11.1
洗浄装置
配向膜塗布装置
ラビング装置
焼成装置
スクリーン印刷機
スペーサ散布機
張り合わせ/圧着/硬化装置
液晶注入装置
セル分断装置
ＴＡＢ実装装置
偏光版貼り合わせ装置
その他
ガラス基板検査装置
点灯検査装置
アレイ検査装置
膜厚/抵抗測定装置
プローバ
環境試験装置
リペア装置
その他
ガラス/プラスチック基板
カラーフィルタ
レジスト現像液 1 1 10.0 5.6
フォトマスク/スクリーンマスク
ドライバ/コントローラ/ＬＳＩ
ガス 1 1 10.0 5.6
ターゲット材料 1 1 10.0 5.6
配向膜
液晶材料/有機EL/PDP発光材料 4 1 5 40.0 12.5 27.8
スペーサ材
偏光板/位相差板 1 1 10.0 5.6
バックライト/ランプ 1 1 10.0 5.6
導光板/拡散板/集光シート 1 1 10.0 5.6
異方導電膜
その他 2 2 20.0 11.1
タッチパネル 2 2 20.0 11.1
搬送関連 1 1 12.5 5.6
クリーンルーム関連
超純水関連
静電気対策関連
空調/ガス関連
洗浄/薬液関連 1 1 10.0 5.6
配管/バルブ/フィルタ/ポンプ 1 1 12.5 5.6
フィルタ材
カセット/キャリア
製造装置用部品関連 1 1 2 10.0 12.5 11.1
出版
その他 1 1 12.5 5.6

合計 10 8 18 100.0 100.0 100.0

セル／
モジュール／
アセンブリ／
プロセス
関連装置

監査／測定／
リペア装置

部品／材料／
ソフトウェア

関連機器／
設備／製品

基板プロセス
関連装置
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関心領域が関連する「パネルの種類」について尋ねたところ、延べ 35 件の回答があっ

た。この内訳をみると、「有機ＥＬ関連」10件、「ＬＣＤパネル関連」9件、「ＰＤＰパネ

ル関連」7件などであった。ここでも、企業における有機ＥＬへの関心の高さが確認され

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 19 関心領域が関連する「パネルの種類」 
（単位：件）

ＬＣＤ
パネル

ＬＣＤ
パネル
関連

ＰＤＰ
パネル

ＰＤＰ
パネル
関連

有機ＥＬ
パネル

有機ＥＬ
関連

その他
ＦＤＰ

その他
ＦＤＰ
関連

合計
(延べ数)

ガラス基板ﾎﾟﾘｯｼｭ・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ装置

露光装置

レジストコータ

ウエットエッチング装置

ドライエッチング装置

ＣＶＤ装置

スパッタリング装置

洗浄装置（基板プロセス関連） 1 1

イオンドーピング装置

レーザ・アニール装置

その他 2 1 1 4

洗浄装置

配向膜塗布装置

ラビング装置

焼成装置

スクリーン印刷機

スペーサ散布機

張り合わせ/圧着/硬化装置

液晶注入装置

セル分断装置

ＴＡＢ実装装置

偏光版貼り合わせ装置

その他

ガラス基板検査装置

点灯検査装置

アレイ検査装置

膜厚/抵抗測定装置

プローバ

環境試験装置

リペア装置

その他

ガラス/プラスチック基板

カラーフィルタ

レジスト現像液 1 1 1 3

フォトマスク/スクリーンマスク

ドライバ/コントローラ/ＬＳＩ

ガス 1 1 1 3

ターゲット材料 1 1

配向膜

液晶材料/有機EL/PDP発光材料 1 1 2

スペーサ材

偏光板/位相差板 1 1 1 3

バックライト/ランプ 1 1

導光板/拡散板/集光シート 1 1 1 3

異方導電膜

その他 1 1 2 4

タッチパネル 1 1 1 3

搬送関連 1 1

クリーンルーム関連

超純水関連

静電気対策関連

空調/ガス関連

洗浄/薬液関連 1 1

配管/バルブ/フィルタ/ポンプ

フィルタ材

カセット/キャリア

製造装置用部品関連 2 1 1 4

出版

その他 1 1

9 7 4 10 2 3 35

部品／材料／
ソフトウェア

関連機器／
設備／製品

合計（延べ数）

基板プロセス
関連装置

セル／
モジュール／
アセンブリ／
プロセス
関連装置

監査／測定／
リペア装置
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関心領域が関連する「ＦＰＤ技術の種類」を尋ねたところ、17 事業所から回答があっ

た。 

この内訳をみると、「基板の大型化への対応」と「新規な機能を有する部材・素材」が

ともに 4件（構成比 23.5％）、「環境負荷の低減」と「有機合成」がともに 3件（同 17.6％）

などの順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 20 関心領域が関連する「ＦＰＤ技術の種類」 

（単位：件、％）

部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

基板の大型化への対応 1 3 4 11.1 37.5 23.5

微細加工 1 1 2 11.1 12.5 11.8

加工精度・作業品質の安定化 1 1 11.1 0.0 5.9

加工速度の向上 1 1 11.1 0.0 5.9

段取り替え時間の短縮 1 1 11.1 0.0 5.9

工程・工数の削減 1 1 11.1 0.0 5.9

材料の歩留まりの向上 1 1 2 11.1 12.5 11.8

生産設備の停止要因の発生制御

製品不良率の低減 1 1 11.1 0.0 5.9

素材の高純度化

既存の部材・素材を低コスト化する代替材 1 1 11.1 0.0 5.9

既存の部材・素材の改善 1 1 2 11.1 12.5 11.8

新規な機能を有する部材・素材 4 4 44.4 0.0 23.5

既存の装置の改善

既存の装置を低コスト化する代替装置 2 2 25.0 11.8

新規な機能を有する装置

環境負荷の低減 3 3 33.3 0.0 17.6

低消費電力化 1 1 11.1 0.0 5.9

軽量化 2 2 22.2 0.0 11.8

パネルの薄型化 1 1 11.1 0.0 5.9

広視野角化 1 1 11.1 0.0 5.9

高コントラスト化 1 1 11.1 0.0 5.9

新しい表示モード

応答速度の高速化

広色再現性の向上 1 1 11.1 0.0 5.9

輝度向上 1 1 2 11.1 12.5 11.8

クリーン設計 1 1 11.1 0.0 5.9

フィルム延伸 1 1 11.1 0.0 5.9

有機合成 3 3 33.3 0.0 17.6

無機合成

合金技術

圧延技術

その他 1 1 2 11.1 12.5 11.8

合計 9 8 17 100.0 100.0 100.0
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ⅴ．予測（対象：全ての対象者） 

全ての対象者に対して、今後の市場と技術をどのように考えているかを尋ねたところ、

25人・事業所から回答があった。 

このうち、「液晶材料／有機ＥＬ／ＰＤＰ発光材料」の回答件数が 11件（構成比 44.0％）

と、最も多くなっている。特に、研究者においては、当該項目の回答件数が 9件（同 81.8％）

を占めており、その関心の高さが伺われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 21 今後の市場と技術の予測 
（単位：件、％）

研究者
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計 研究者
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

ガラス基板ﾎﾟﾘｯｼｭ・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ装置

露光装置 1 1 9.1 4.0

レジストコータ 1 1 2 9.1 16.7 8.0
ウエットエッチング装置 1 1 9.1 4.0
ドライエッチング装置 1 1 9.1 4.0
ＣＶＤ装置 1 1 9.1 4.0
スパッタリング装置 1 1 2 9.1 12.5 8.0
洗浄装置（基板プロセス関連） 1 1 9.1 4.0
イオンドーピング装置 1 1 9.1 4.0
レーザ・アニール装置 2 2 18.2 8.0
その他 1 3 4 12.5 50.0 16.0
洗浄装置
配向膜塗布装置 1 1 9.1 4.0
ラビング装置 2 2 18.2 8.0
焼成装置 1 1 9.1 4.0
スクリーン印刷機 1 1 9.1 4.0
スペーサ散布機 1 1 9.1 4.0
張り合わせ/圧着/硬化装置 1 1 9.1 4.0
液晶注入装置 2 2 18.2 8.0
セル分断装置 1 1 9.1 4.0
ＴＡＢ実装装置 1 1 9.1 4.0
偏光版貼り合わせ装置 1 1 9.1 4.0
その他
ガラス基板検査装置
点灯検査装置
アレイ検査装置
膜厚/抵抗測定装置
プローバ
環境試験装置
リペア装置
その他
ガラス/プラスチック基板 2 1 3 18.2 12.5 12.0
カラーフィルタ 1 1 9.1 4.0
レジスト現像液 1 1 2 9.1 12.5 8.0
フォトマスク/スクリーンマスク 1 1 9.1 4.0
ドライバ/コントローラ/ＬＳＩ 1 1 9.1 4.0
ガス 1 1 2 9.1 12.5 8.0
ターゲット材料 1 1 9.1 4.0
配向膜 2 2 18.2 8.0
液晶材料/有機EL/PDP発光材料 9 2 11 81.8 25.0 44.0
スペーサ材 2 2 18.2 8.0
偏光板/位相差板 1 1 2 9.1 12.5 8.0
バックライト/ランプ 1 1 2 9.1 12.5 8.0
導光板/拡散板/集光シート 1 1 2 9.1 12.5 8.0
異方導電膜 1 1 9.1 4.0
その他 1 2 3 9.1 25.0 12.0
タッチパネル 1 1 12.5 4.0
搬送関連
クリーンルーム関連
超純水関連
静電気対策関連
空調/ガス関連
洗浄/薬液関連
配管/バルブ/フィルタ/ポンプ 1 1 16.7 4.0
フィルタ材
カセット/キャリア
製造装置用部品関連 1 1 2 12.5 16.7 8.0
出版
その他

合計 11 8 6 25 100.0 100.0 100.0 100.0

回答数 構成比

基板プロセス
関連装置

セル／
モジュール／
アセンブリ／
プロセス
関連装置

監査／測定／
リペア装置

部品／材料／
ソフトウェア

関連機器／
設備／製品
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予測した内容が関連する「パネルの種類」について尋ねたところ、延べ 122件の回答が

あった。この内訳をみると、「ＬＣＤパネル関連」（47件）、「ＬＣＤパネル」（43件）、「有

機ＥＬ関連」（12件）などの順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 22 予測した内容が関連する「パネルの種類」 
（単位：件）

ＬＣＤ
パネル

ＬＣＤ
パネル
関連

ＰＤＰ
パネル

ＰＤＰ
パネル
関連

有機ＥＬ
パネル

有機ＥＬ
関連

その他
ＦＤＰ

その他
ＦＤＰ
関連

合計
(延べ数)

ガラス基板ﾎﾟﾘｯｼｭ・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ装置

露光装置 1 1 2

レジストコータ 2 1 3

ウエットエッチング装置 1 1 2

ドライエッチング装置 1 1 2

ＣＶＤ装置 1 1 2

スパッタリング装置 1 1 1 3

洗浄装置（基板プロセス関連） 1 1 2

イオンドーピング装置 1 1 2

レーザ・アニール装置 2 1 1 1 5

その他 1 1 2 1 5

洗浄装置

配向膜塗布装置 1 1 2

ラビング装置 2 2 4

焼成装置 1 1 2

スクリーン印刷機 1 1 2

スペーサ散布機 1 1 2

張り合わせ/圧着/硬化装置 1 1 2

液晶注入装置 2 2 4

セル分断装置 1 1 2

ＴＡＢ実装装置 1 1 2

偏光版貼り合わせ装置 1 1 2

その他

ガラス基板検査装置

点灯検査装置

アレイ検査装置

膜厚/抵抗測定装置

プローバ

環境試験装置

リペア装置

その他

ガラス/プラスチック基板 2 1 1 2 6

カラーフィルタ 1 1 2

レジスト現像液 1 2 1 1 5

フォトマスク/スクリーンマスク 1 1 2

ドライバ/コントローラ/ＬＳＩ 1 1 2

ガス 1 2 1 1 5

ターゲット材料 1 1 2

配向膜 2 2 4

液晶材料/有機EL/PDP発光材料 4 2 1 2 1 10

スペーサ材 2 2 4

偏光板/位相差板 1 2 1 1 5

バックライト/ランプ 1 2 3

導光板/拡散板/集光シート 1 2 1 1 5

異方導電膜 1 1 2

その他 1 1 3 1 6

タッチパネル 1 1 1 3

搬送関連

クリーンルーム関連

超純水関連

静電気対策関連

空調/ガス関連

洗浄/薬液関連

配管/バルブ/フィルタ/ポンプ

フィルタ材

カセット/キャリア

製造装置用部品関連 2 1 1 4

出版

その他

43 47 7 4 12 6 3 122

部品／材料／
ソフトウェア

関連機器／
設備／製品

合計（延べ数）

基板プロセス
関連装置

セル／
モジュール／
アセンブリ／
プロセス
関連装置

監査／測定／
リペア装置
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予測した内容が関連する「ＦＰＤ技術の種類」を尋ねたところ、23 人・事業所から回

答があった。 

このうち、「基板の大型化への対応」と「新規な機能を有する部材・素材」が、ともに 7

件（構成比 30.4％）を占めている。 

研究者において最も回答が多かった項目は「応答速度の高速化」（5 件、同 50.0％）で

あった。このことから、「ＬＣＤは他のＦＰＤに比べて応答速度が遅い」と一般に言われ

ている課題の解決に向けて、研究者が取り組んでいるものと思われる。 

部素材系メーカーでは、「新規な機能を有する部材・素材」の回答が 3件（同 42.9％）

と最も多く、有機合成の技術開発などに取り組んでいるものと思われる。 

装置系メーカーでは、「基板の大型化への対応」が 4件（同 66.7％）を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 23 予測した内容が関連する「ＦＰＤ技術の種類」 

（単位：件、％）

研究者
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計 研究者
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

基板の大型化への対応 2 1 4 7 20.0 14.3 66.7 30.4

微細加工 1 1 2 10.0 14.3 8.7

加工精度・作業品質の安定化 1 1 2 10.0 14.3 8.7

加工速度の向上 1 1 1 3 10.0 14.3 16.7 13.0

段取り替え時間の短縮 1 1 1 3 10.0 14.3 16.7 13.0

工程・工数の削減 2 1 3 20.0 14.3 13.0

材料の歩留まりの向上 1 1 1 3 10.0 14.3 16.7 13.0

生産設備の停止要因の発生制御 1 1 10.0 4.3

製品不良率の低減 1 1 2 10.0 14.3 8.7

素材の高純度化 1 1 10.0 4.3

既存の部材・素材を低コスト化する代替材 2 2 4 20.0 28.6 17.4

既存の部材・素材の改善 3 1 4 30.0 14.3 17.4

新規な機能を有する部材・素材 3 3 1 7 30.0 42.9 16.7 30.4

既存の装置の改善 1 1 10.0 4.3

既存の装置を低コスト化する代替装置 1 1 2 10.0 16.7 8.7

新規な機能を有する装置 1 1 2 10.0 14.3 8.7

環境負荷の低減 3 1 4 30.0 14.3 17.4

低消費電力化 3 1 4 30.0 14.3 17.4

軽量化 2 1 1 4 20.0 14.3 16.7 17.4

パネルの薄型化 2 2 1 5 20.0 28.6 16.7 21.7

広視野角化 3 1 4 30.0 14.3 17.4

高コントラスト化 2 1 3 20.0 14.3 13.0

新しい表示モード 2 1 3 20.0 14.3 13.0

応答速度の高速化 5 5 50.0 21.7

広色再現性の向上 1 1 2 10.0 14.3 8.7

輝度向上 1 1 2 10.0 14.3 8.7

クリーン設計 1 1 2 10.0 14.3 8.7

フィルム延伸 1 1 2 10.0 14.3 8.7

有機合成 2 2 4 20.0 28.6 17.4

無機合成 1 1 10.0 4.3

合金技術 1 1 10.0 4.3

圧延技術 1 1 10.0 4.3

その他 1 1 2 10.0 16.7 8.7

合計 10 7 6 23 100.0 100.0 100.0 100.0

回答数 構成比
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ⅵ．共同研究開発（対象：全ての対象者） 

全ての対象者に対して、これまでに他の企業（大手企業、中小企業）や大学と研究開発

の経験があるか否かについて尋ねたところ 43人・事業所から回答があり、このうち「あ

る」との回答が 28件（構成比 65.1％）を占めた。 

特に、研究者において、「ある」との回答が 14件（同 82.4％）に達していることから、

研究者との共同研究開発を通じ、高度な技術の企業への導入が進みつつあると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、他の企業（大手企業、中小企業）や大学と共同研究開発したいと考えているテー

マがあるか否かについて尋ねたところ 38人・事業所から回答があり、このうち「ある」

との回答が 16件（構成比 42.1％）を占めた。 

研究者、部素材系メーカー、装置系メーカーの何れにおいても、「ある」の回答割合が

約 40～50％と、ほぼ同水準であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 24 これまでの共同研究開発の経験 

図表Ⅱ- 25 今後共同研究開発したいと考えているテーマの有無 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

装置系メーカー

部素材系メーカー

研究者

全体

7件(70.0％)

3件(17.6％)14件(82.4％)

3件(30.0％)

7件(43.8％) 9件(56.3％)

15件(34.9％)28件(65.1％)

ある ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

装置系メーカー

部素材系メーカー

研究者

全体

5件(50.0％)

8件(61.5％)5件(38.5％)

5件(50.0％)

6件(40.0％) 9件(60.0％)

ある ない

22件(57.9％)16件(42.1％)
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研究開発助成制度の適用を受けて利用したい金額を尋ねたところ、8人・事業所から回

答があった。研究者では「～10百万円」が 3件（構成比 75.0％）を占め、装置系メーカ

ーでは「51～100百万円」と「101～500百万円」がともに 2件（同 50.0％）を占めてお

り、企業の方が高額な研究開発費を要望している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅶ．ネットワーク形成（対象：全ての対象者） 

全ての対象者に対して、ＦＰＤ分野のデジタル素材に関するセミナーのテーマについて

尋ねたところ、延べ 90件の回答があった。 

製品の分類別では、「部品／材料／ソフトウェア関連」（32 件）、「セル／モジュール／

アセンブリ／プロセス関連」（20件）などの順となっている。 

パネルの種類別では、「有機ＥＬ」が 34件と最も多く、「液晶パネル」の 24件を上回っ

ている。ちなみに、「ＰＤＰ」は 11件、「その他のＦＰＤ」は 21件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 26 研究開発助成制度の適用を受けて利用したい金額 

図表Ⅱ- 27 希望するセミナーのテーマ 

（単位：件、％）

研究者
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計 研究者
部素材系
メーカー

装置系
メーカー

合計

   ～ 10 3 0 0 3 75.0 - 0.0 37.5

 11～ 50 1 0 0 1 25.0 - 0.0 12.5

 51～100 0 0 2 2 0.0 - 50.0 25.0

101～500 0 0 2 2 0.0 - 50.0 25.0

501～   0 0 0 0 0.0 - 0.0 0.0

合計 4 0 4 8 100.0 - 100.0 100.0

金額
（百万円）

回答数 構成比

（単位：件）
合計

(延べ数)
液晶パネル ＰＤＰ 有機ＥＬ

その他の
ＦＰＤ

90 24 11 34 21
(100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%)

14 3 2 6 3
(15.6%) (12.5%) (18.2%) (17.6%) (14.3%)

20 4 3 6 7
(22.2%) (16.7%) (27.3%) (17.6%) (33.3%)

13 5 2 3 3
(14.4%) (20.8%) (18.2%) (8.8%) (14.3%)

32 10 2 15 5
(35.6%) (41.7%) (18.2%) (44.1%) (23.8%)

11 2 2 4 3
(12.2%) (8.3%) (18.2%) (11.8%) (14.3%)

関連機器/設備/製品

合計(延べ数)

基板プロセス関連

セル/モジュール/
アセンブリ/プロセス関連

検査/測定/リペア関連

部品/材料/
ソフトウエア関連
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ⅷ．技術情報の流出防止策（対象：部素材系メーカー） 

部素材系メーカーに対して、技術情報の流出防止策を実施しているか否かについて尋ね

たところ 17 事業所から回答があり、このうち「実施している」との回答が 14 件（構成

比 82.4％）を占めた。なお、「実施していない」は 1件（同 5.9％）、「回答できない」は 2

件（同 11.8％）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術情報の流出防止策を実施している企業に対して、その内容を尋ねたところ 14 事業

所から回答があった。このうち、「部外者の構内への立ち入りをチェックする」、「技術情

報の流出防止に関する全社員の認識を徹底する」との回答が、ともに 12件（構成比 85.7％）

を占めた。 

なお、「部外者の構内への立ち入りをチェックする」との回答が 12件に達する一方、「社

員の情報の持ち出しをチェックする」との回答は 5件にとどまっており、現時点では、対

内的なチェックより対外的なチェックが中心になっていると思われる。また、「固有技術

は特許申請しない」（3件）との回答を、「周辺特許を含めた知財戦略を推進する」（10件）

との回答が上回っている点も注目される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 28 技術情報の流出防止策の実施状況 

図表Ⅱ- 29 技術情報の流出防止策の内容 

実施している
14件（82.4％)

実施していない
1件（5.9％)

回答できない
2件（11.8％)

ｎ＝17

1

0

1

1

3

4

5

5

7

8

9

10

10

12

12

0 2 4 6 8 10 12 14

その他

十分な賃金を支払って技術者の退職を防ぐ

固有技術に関する装置は自社で内製する

海外の生産拠点では最先端の技術を導入しない

固有技術は特許申請しない

技術情報の流出防止の先任者を設置する

社員の情報の持ち出しをチェックする

装置メーカーに固有技術を開示しない

情報セキュリティシステムを整備する

退職する技術者と守秘義務契約を結ぶ

技術情報の管理ルールを整備する

共同開発の際は知的所有権の帰属を事前合意する

周辺特許を含めた知財戦略を推進する

技術情報の流出防止に関する全社員の認識を徹底する

部外者の構内への立ち入りをチェックする

（件）

ｎ＝14
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ⅸ．立地条件の課題（対象：部素材系メーカー） 

部素材系メーカーに対して、立地条件について課題があるか否かを尋ねたところ 18 事

業所から回答があり、このうち「ある」との回答が 11件（構成比 61.1％）を占めた。一

方、「ない」は 6件（同 33.3％）、「回答できない」は 1件（同 5.6％）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立地条件について課題があると回答した企業に対して、その内容を尋ねたところ 11 事

業所から回答があった。 

この内訳をみると、「海外に比べて人件費が高い」（5件）などの国際的にみたわが国の

コスト条件に関する項目、「新卒の技術者を確保しにくい」（5件）などの人材の質に関す

る項目、「公共交通機関の便が良くない」（4件）といった交通インフラに関する項目、「市

場情報を入手しにくい」（4件）などの情報入手に関する項目が多くみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

3

3

3

4

4

5

5

0 1 2 3 4 5 6

その他

他社との共同開発など協力体制が組みにくい

大学・公設試との協力体制が組みにくい

受注先の確保が難しい

原材料・部素材の調達が難しい

産学官の協力体制のコーディネーターがいない

広い敷地を確保しにくい

物流インフラの整備が不十分である

情報通信インフラの整備が不十分である

地元への企業誘致の取り組みが不十分である

資金調達が難しい

従業員の量的な確保が難しい

分業体制を組めるだけの企業集積がない

工業用水が不足している

研究開発支援インフラの整備が不十分である

海外に比べて地代などの諸料金が高い

公的な助成金が不十分である

学生や技術者を教育する支援体制が不十分

技術情報を入手しにくい

海外に比べて税負担が大きい

市場情報を入手しにくい

公共交通機関の便が良くない

新卒の技術者を確保しにくい

海外に比べて人件費が高い

（件）

ｎ＝11

図表Ⅱ- 30 立地条件の課題の有無 

図表Ⅱ- 31 立地条件の課題の内容 

ある
11件（61.1％)

ない
6件（33.3％)

回答できない
1件（5.6％)

ｎ＝18
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ⅹ．物流の効率化（対象：部素材系メーカー） 

部素材系メーカーに対して、物流の効率化について課題があるか否かを尋ねたところ

18事業所から回答があった。このうち「ない」との回答は 10件（構成比 55.6％）で、「あ

る」との回答（8件、同 44.4％）を上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物流の効率化について課題があると回答した企業に対して、その内容を尋ねたところ 8

事業所から回答があった。 

この内訳をみると、「海外とのダイレクト航路が尐ない」（6件）、「港湾の荷役・保管設

備が充実していない」、（4件）、「船の便数が尐ない」（4件）など、海上輸送に関する項目

が上位を占めた。また、「高速道路の利用料金が高い」との回答も 5件みられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 32 物流の効率化に関する課題の有無 

図表Ⅱ- 33 物流の効率化に関する課題の内容 

ある
8件（44.4％)

ない
10件（55.6％)

ｎ＝18

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

2

2

2

4

4

4

5

6

0 1 2 3 4 5 6 7

その他

空港に貨物専用機が就航していない

空港の荷役・保管設備が充実していない

空港の規制が多い

空港の利用手続きが煩雑である

ニーズに合った貨物列車のコンテナがない

貨物列車への積み降ろしに時間がかかる

物流インフラで廃棄物を取扱いにくい

物流の情報通信インフラが不十分である

共同輸送する際の規制が多い

情報不足のため共同輸送を実現できない

港湾の規制が多い

港湾の利用手続きが煩雑である

公共埠頭の利用料金が高い

幹線道路が狭く大型トレーラーが通れない

貨物列車の便数が尐ない

道路の渋滞が多すぎる

港湾・空港・ＪＲ・高速道路の連結が良くない

物流インフラを24時間利用できない

港湾に大型船が就航できない

船の便数が尐ない

港湾の荷役・保管設備が充実していない

高速道路の利用料金が高い

海外とのダイレクト航路が尐ない

（件）

ｎ＝8
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３．中国地域におけるＦＰＤ関連産業の事業展開の可能性 

 ヒアリング・アンケート調査等をもとに、中国地域における企業・研究者の集積状況を

まとめると、以下の特徴が確認された。 

  ○「カラーフィルター・ＩＴＯ膜」、「光学フィルム」の分野では、材料、装置、製品

メーカーが中国地域内に揃っている。特に、光学フィルムの材料と製品については、

世界トップクラスの企業が集積している。 

  ○化学の業種では、世界トップクラスのシェアを有する企業が集積しており、その中

には地元本社企業も多数みられる。 

  ○産業機械と電気機械の業種では、地元の中堅・中小メーカーの事業展開が目立つ。

特に、バックライト関連では、山陰地域に多数の企業がみられる。 

  ○大学や公設試験研究機関においては、有機ＥＬ材料と液晶材料の分野で注目される

研究成果を挙げている研究者が多数みられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大学・公設試験研究機関における注目される研究テーマとして、液晶材料に関連する「フ

ィールドシークェンシャル」、「ナノ粒子による高速応答化・省エネ化」、有機半導体材料に

関連する「大気安定性が高い材料」、「塗布」、透明導電性材料に関連する「酸化亜鉛のＩＴ

Ｏへ代替材」、「低温スパッタ」などがみられた。 

今後は、このような大学における先進的な技術を核として、それに関心を示す企業を結

びつけることにより、産学官の連携体制を構築する方法が有効と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ- 34 中国地域におけるＦＰＤ関連の企業・研究者の集積状況 

図表Ⅱ- 35 中国地域におけるＦＰＤ関連の主要な研究開発テーマ 

液晶材料
有機EL・
PDP材料

アレイ
形成

ガラス
基板

ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ
ＩＴＯ膜

光学
フィルム

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ
ＬＥＤ

ﾓｼﾞｭｰﾙ
部材

ﾊﾟﾈﾙ組立
完成品

その他

大学

化学

非鉄金属

産業機械

電気機械

その他産業 バックライト

材料、装置、製品メーカーが揃っている

地元の中堅・中小メーカーの
事業展開が目立つ

世界トップクラスのシェアを
有する企業が集積している

注目される研究テーマが
多数みられる

液晶材料
有機EL・
PDP材料

アレイ
形成

ガラス
基板

ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ
ＩＴＯ膜

光学
フィルム

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ
ＬＥＤ

ﾓｼﾞｭｰﾙ
部材

ﾊﾟﾈﾙ組立
完成品

その他

大学

化学

非鉄金属

産業機械

電気機械

その他産業

ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ｼｰｸｪﾝｼｬﾙ

ナノ粒子
による
高速応答化
省エネ化

強誘電性
液晶

大気安定性
が高い材料

塗布

樹脂基板
への
多結晶薄膜

酸化亜鉛の
ＩＴＯ
代替材

低温
スパッタ

ナノ粒子
の分散

欠陥の
尐ない
ＬＥＤ材料


